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はいえ、喜劇的な（と彼女は言います）相笠の芸術を特徴づけようと、悲劇的な（？）
ホッパーを持ち出してくるのは感心しません。二人は同一の範疇の画家とはとても思
えないからです。 
また、韓国では有名な現代フランスの風刺的な画家クロード・セールに言及したの
は本論文の目覚しい成果の一つですが、彼の笑いに潜むある種の毒（引きつった笑い）、
体制ないし現状批判的な視点もしくは攻撃性がキムソヒ作品には皆無であることもま
た指摘しておかねばなりません。これは各自の持ち味と言ってしまえばそれまでのこ
とかもしれませんが、笑いを誘いながら、一方で事象の核心に迫ることを回避し続け
る彼女の作品の穏やかさが、表現上の弱さに繋がらないとは誰が言えるでしょうか。
現実を見据えた作品がまったく無いとは言いません。しかし、たとえば駅の群衆をラ
ウンドリーに吊るされた無数の衣服と化した「Platform」はまるで幽鬼の集団を描い
たようで、不気味そのもの―とても笑えるようなものではありません。ここに笑いを
持ち込めたらどうなるか。キムソヒさんの制作上の課題はどうもこの辺にありそうで
す。 
（本江 邦夫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
